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真性テ形現象(タイプA方言)の音韻的説朗
小野浩司




















































語幹 タイプAb タイプAc タイプ。Ad タイフ。Ac 意味
/kaw/ 賀う kokkita Q kokkita Q kokkta Q kokkita Q 買ってきた
/orab/ 叫‘ぶ orankita N oronkita N oronkita N oronkita N 叫んで、きた
なom/ 読む jonkita N jonkita N jonkita N jonkita N 読んできた
/kas/ 貸す kG)akkita Q kG)必ckita Q kG)akkita Q kakkita Q 貸してきた
/kak/ 書く kakkita Q kG)akkita Q kG)akkita Q kakkita Q 書いてきた
/ojog/ 泳ぐ ojonkita N ojonkita N 付onkita N 吋onkita ?ぜ 泳いできた
/tor/ 取る tottekita Q tottekita Q tottekita Q tottekita Q 取ってきた
/kat/ 勝つ kattekita Q kattekita Q kattekita Q kattekita Q 勝ってきた
/sin/ 死ぬ iindemiro N ¥indemiroka N ¥indemire N iindekaワ N 死んでみろ
/mi/ 見る mitekita ロlitekita nlitekita mitekita 見てきた
/oki/ 起きる okitekita okikkita okitekita okitekita 起きてきた
/de/ 出る detekita detekita detekita detekoi 出てきた
dekkita Q 
/uke/ 受ける むkekkita Q ukekkita Q ukekkita Q uketekita Q 受けてきた
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/i/~/it/ 行く itekita Q itekita Q iuekila Q itekita Q 行ってきた
itekita 
/ki/ 来る kitemiru kitemiranna kite江lre kiteka? 来てみろ








(3) a. /kak+te#kita/ 


















↓ 単語末有声子音鼻音化lレール(単語末の有声子音/g，b， m， n/を鼻音化せよ)















なわち、 /tor/，/kat/， /sin/) と末尾が母音/i/あるいは/e/のもの(すなわち、 /mi，oki， de，…/)とが
あることがわかる。 3 当然のことながらこれらの語棄には te消去は適用されない。語幹末の/r，t， n/が
どのような自然類をなし、 te消去の適用を免れるかは、日本語の/r/を歯茎音と見なすことで説明可能と











(6) a. _1:!mago (馬子)> mago izuko (何処)> doko (金田一:1992) 












(7) a. tawarekoto→ tawakoto (戯言) tukahematuru→ tukamaturu (仕泰)
b. tamore→ tamo (給) koredake→ kodak，巴(是丈)































表(2)の上段は語幹末が子音で終わる諾が載せてあり、最後の三つ(Itor/，/kat/， / sin/) を除いて音声
形に促音/Q/または援音/N/が現れている。このように動認の語幹末が子音で、かっ、その子音の位置に
促音または援音の特殊音が現れるという現象は、いわゆる「音寵Jに酷似している。日本語の音使、なか



























同 a.促音便化 [+cons， -voice， -dental]→ Q /一一一+te 






















































































[ukeQkitaJの基底を/uke+te#kita/にし、それぞれの派生を行うと (15a，15b)のようなものになる o 8 (15 
c)には参考のため [detekitaJの派生も載せている。































(15c)は有元 (2007) にとって上の 2つの問題以上に氾介な問題を含む。ここでは基底と音声形が悶
じ形をしており、いかなる規出の適用も禁止される。すくい上で議論した単語米子音群簡略化ルールはもと













る。これらは子音であっても通常の (obs位uent) とは違い f荷こえJ(sonority)が大きく、それゆ






















(18) a. /mi+te+#kita/ b. / uke+te#kita/ c. / de+te#kita/ 
制約(17) te消去 制約制












し、ここでの逆行間化には後で述べるように開題がある。 (19b)は語幹末が/i/であることから (18a) と
閉じ派生をもっ。 (19c)の「する」に関しては、表(2)を見るかぎり [¥itekitaJが無標で、 [seQkita]が有
標であることは明らかであり、したがって (18b)の [ukeQkita]開様、有標の音形への te消去適用を実
行する。
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